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ソリューションの概要 
すべての SD-WAN が同じように構築されているわけではありません

ブロードバンドを WAN に追加
MPLS は、20 年にわたって、本社またはデータセンターから
遠隔にある、ブランチ・オフィス、フィールド拠点、その他
のビジネス・サイトを接続するための伝送技術として使用さ
れています。MPLS サービスは、セキュアかつ信頼性の高い 
WAN 接続を提供しますが、一方で高費用かつ複雑で時間が
かかり、サービス・プロバイダーによるプロビジョニングは
長時間のリードタイムが要求されます。

企業データセンターからクラウドへのアプリケーションの移
行が加速し続ける中で、ブランチ・オフィスのユーザーをク
ラウドベースのアプリケーションに接続するブローバンド・
サービスを積極的に使用するなど、ネットワーク要件の再
考が求められています。ブランチ・オフィスの WAN 接続に
インターネットを使用することは、次の手段として合理的で
すが、インターネット接続はしばしば信頼性に欠け、提供で
きるアプリケーション・パフォーマンスも予測が困難で、よ
く懸念されるセキュリティの欠如も問題です。

高度な SD-WAN であれば、こうした制限を克服できます。
暗号化されたセキュアな接続を確立することにより、SD-
WAN は、ユーザーをインターネット上でビジネス・アプリ
ケーションに接続する上でのセキュリティ懸念を取り除きま
す。これによりネットワーク・マネージャーは、リース型ラ
イン・サービスに加え、さらにはこれに代わるものとして、
帯域幅を向上させ、費用を削減できる可能性も見込みつつ、
安心して汎用のインターネット・リンクを WAN に統合でき
ます。ブロードバンドを追加することにより、新しい/一時的
なビジネス拠点の高速 WAN 接続プロビジョニングも可能に
なり、IT 部門はビジネス成長に合わせて、リモート・オフィ
スでキャパシティを低費用で追加できます。

SD-WAN の基本機能
現在、ほとんどの SD-WAN が提供している基本要素がいくつ
かあります。これらは SD-WAN の基本機能としてとらえる
ことができます。1 つ目は、ブロードバンド・インターネッ
ト、MPLS、4G/5G/LTE 無線など、接続のあらゆるソースを
使用できることです。一般的にどのような SD-WAN でも、こ
れらの接続を抽出して、利用可能な SD-WAN パスのプールに
追加できます。

2 つ目は、利用可能な接続においてインテリジェントかつ動
的にアプリケーション・トラフィックをダイレクトできるこ
とです。一般的にパス選択の判断はアプリケーションのパ
フォーマンス要件に基づき、WAN 上の最適なパスを選択し
ます。これは、特にクラウドベースのアプリケーションが対
象で、組織が 2 つ以上のデータセンターを展開している場合
に適用されます。

3 つ目は、SD-WAN の構成と管理は単一の拠点から調整・最
適化される一元的なオーケストレーション (調整) です。IT 部
門は元となる構成を実行し、続いて構成の変更が行われる
と、その変更は一元的かつ自動的に SD-WAN 上のあらゆるサ
イトに適用されます。

最後に、ゼロタッチ・プロビジョニング (ZTP) により、ネッ
トワーク・マネージャーは新しい SD-WAN アプライアンスを
インストールすることで新しいサイトを簡単に追加できま
す。ユーザーは物理アプライアンスを接続する、または仮想
アプライアンスを構築して WAN サービスに接続できます。

新しいアプライアンスは一元的オーケストレーターに照会し
て構成情報を受け取り、IT の専門知識不要で、ブランチ・
オフィスで SD-WAN に参加できます。一元的なオーケスト
レーションと ゼロタッチ・プロビジョニング(ZTP) により、
IT 運用費用を大幅に削減し、さらに重要な特徴として構成エ
ラーを軽減できます。

SD-WAN の基本機能
Aruba の高度な SD-WAN  
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ソリューションの概要 
すべての SD-WAN が同じように構築されているわけではありません

パフォーマンスが鍵︓WAN の価値を向上
Aruba EdgeConnect SD-WAN エッジ・プラットフォームの
さまざまな主要イノベーションにより、IT 部門は予測可能
なエンドユーザー・エクスペリエンスをビジネス全体に提供
し、クラウドベースのアプリケーション・パフォーマンスを
最適化しながら同時に費用を削減できます。基本的な SD-
WAN ソリューションは、より豊富な WAN 接続オプションと 
WAN 費用を削減する可能性を提供しているとはいえ、レイ
テンシーによるアプリケーション・パフォーマンスの影響は
軽減できず、帯域幅の効率も向上できません。

Aruba EdgeConnect のテクノロジーは、最高レベルのアプリ
ケーション・パフォーマンスと QoS を提供し、コンシュー
マー ブロードバンドと LTE などのあらゆる組み合わせのト
ランスポート・サービスにおいてアプリケーション SLA を達
成できます。

• パケット損失や順序の乱れ (Out-Of-Order) の悪影響を解
決するパス・コンディショニング

• パケットベースの負荷分散とアプリケーションの高可用
性をサポートするトンネル・ボンディング

• 高優先トラフィックが低優先トラフィックよりも常に優
先されるトラフィック・シェーピング

• 単一ソリューションとして完全統合されたオプションの 
WAN 最適化機能

パス・コンディショニング: SD-WAN が対処できる課題の一
つに、プライベート・ライン・サービスにかかる費用の 10 
分の 1 ほどで高帯域幅のインターネット接続を効率的に使用
できる手法があります。一般的に、インターネット (および
無線) 接続は、MPLS のようなプライベート・ライン・サービ
スほど信頼性は高くありませんが、こうしたサービスは高費
用です。インターネットと無線のリンクは、パケット損失と
ジッタの問題があり、ネットワークが停止してしまうおそれ
があります。Aruba forward error correction (FEC) は、損失
パケットを回復できるため、TCP の再伝送の必要はなく、こ
れによりブロードバンド・リンクのパフォーマンスが実質的
に向上します。FEC パケットとデータ・パケットの比率は、
アプリケーションのビジネス上の重要度とリアルタイム要件
に応じて動的に適応します。Packet order correction (POC) 
アルゴリズムは、宛先で順序の乱れ (Out-Of-Order) が生じ
た受信パケットの順序を補正します。これは、さまざまな
サービス・プロバイダーのネットワーク上で負荷分散を行っ
た際に一般的に生じる事象です。FEC と POC により、Aruba 
EdgeConnect は、プライベート・ラインと同等、またはそれ
以上のインターネット接続パフォーマンスを実現します。

トンネル・ボンディング: トンネル・ボンディングは、SD-
WAN の最適化などのさまざまなメリットを提供し、可用
性、スループット、効率性を実現します。ボンディング・
トンネルは、2 つ以上の物理 WAN リンクから構成可能で、
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図1︓Aruba forward error 
correction (FEC) は、再送信す
る必要なく WAN 上の伝送にお
いて損失したパケットを回復し
ます。Aruba EdgeConnect は、
変化するリンクの条件に対応し
て伝送された FEC パケットの
比率を動的に調整して適応し、
オーバーヘッドを最小限に抑え
ます。
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ソリューションの概要 
すべての SD-WAN が同じように構築されているわけではありません

単一の論理オーバーレイ接続を形成します。例として、2 つ
の MPLS 接続でボンディング・トンネルを構成し、1 つのプ
ライマリ・ボンディング・トンネルを構築できます。  

別の例として、これらのサービスの速度が同じでなくても、
MPLS リンクとインターネット・リンクで単一のトンネル (論
理接続) を構成できます。仮想 WAN オーバーレイ・ポリシー 
(ビジネス目的に沿ったオーバーレイ) にマッピングされたア
プリケーション要件に応じて、Aruba EdgeConnect は、両方
の物理リンク上でトラフィックを負荷分散する、またはデー
タ・トラフィックを 1 つのリンク、FEC パケットをもう 1 つ
のリンクにマッピングできます。一つのリンクに障害が発生
した場合でも、残りのリンクは FEC パケット含めすべてのト
ラフィックを引き続き伝送し、接続とアプリケーションをア
クティブな状態に維持するため、中断またはデータ損失を回
避できます。

トラフィック・シェーピング: Aruba EdgeConnect は、エグ
レスおよびイングレス両方のトラフィック・シェーピングを
実行します。IT 部門は、トラフィック・クラスごとにエグレ
ス・トラフィック・シェーピング・エンジンに最小および最
大の帯域幅制限を設定できるため、一つのアプリケーション
が WAN 帯域幅すべてを消費することはありません。イング
レスのトラフィック・シェーピングは、高優先トラフィック
が低優先トラフィックよりも常に優先されるよう設定できま
す。例えば、動画ストリーミングやソーシャルメディアのア
プリケーションが高優先ビジネス・アプリケーションのパ
フォーマンスに干渉しないようにすることです。

WAN最適化 : Aruba は、レイテンシーの影響を受けやすい
アプリケーション、大容量のデータを WAN 上で送信する必
要のアプリケーションを考慮して SD-WAN パフォーマンスを
向上させています。オプションの Aruba Boost ソフトウェ
ア・パフォーマンス・パックにより、Aruba EdgeConnect 

図3：MPLS サービスとイン
ターネット・サービスで構
成されたボンディング・
トンネルは、WAN サービス
単体よりもパフォーマンス
と可用性において優れてい
ます。

回復力またはスルー 
プットの強化

パケットベースのマルチパス

電圧低下の対応

図4：ビジネス目的に沿ったオーバーレイは、WAN トランスポート・サービスからアプリケーションを抽出し、ビジネス要件に基づいたアプリケー
ションの優先順位付け、パフォーマンス、可用性を提供します。

ボンディング・トンネルの例

MPLS (~1-5-10 Mbps)

インターネット 
(~50-200 Mbps)

1 つの 
MPLS 接続を ネットワーク会社 A 社、もう 1 つの接続を B 社 
のネットワークを利用するといったこともできます。



ソリューションの概要 
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は、実用性が実証済みの WAN 最適化機能を単一の SD-WAN 
ソリューションに統合しています。

トランザクション処理またはデータ・バックアップといっ
た TCP/IP アプリケーションは、スライディング・データ・
ウィンドウを使用し、多くのデータを送信する前にハンド
シェイクまたは確認を要求します。利用可能な WAN 帯域
幅にかかわらず、距離によるレイテンシーは現実的な問題
です。サンフランシスコとロンドン間の距離は、WAN 帯域
幅が 1Mbps または 10Gbps であれ、縮まることはありま
せん。TCP アクセラレーションは、ハンドシェイクを省略す

るため、アプリケーション応答時間の短縮につながり、その
結果ユーザーとビジネスの生産性を向上させます。

データの重複排除と圧縮の技術により、WAN 上のデータの
反復的伝送を最小限に抑えます。これにより IT 部門は、割り
当てられた時間ウィンドウ内にバックアップを完了したり、
データ損失から迅速にリカバリできます。TCP アクセラレー
ションとデータ管理技術の統合により、アプリケーション・
パフォーマンスと WAN 効率性を向上させ、IT 部門は WAN 
投資への利益率を最大化できます。

図5︓トンネル・ボンディングと FEC の効果をリアルタイムで表示する Aruba Live View イメージ。表示の例では、MPLS とイン
ターネット接続においてパケット損失 (オレンジ) が発生していますが、仮想 WAN オーバーレイは途切れないビデオ・ストリー
ミングを実現しています。

図6︓細分性の高いトラフィック・シェーピングと優先順位付けにより、帯域幅の使用を最適化しながらアプリケーション QoS を確保します。

ブロードバンドリアルタイム 10%

優先順位[高]  
60%

その他 30 %

MPLS
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インテリジェントなクラウド・ブレイクアウト
ほとんどの UCaaS プロバイダー (例: RingCentral、8x8) と、
Dropbox、Box、Salesforce、Slack、Skype for Business、
G Suite などの多くの SaaS アプリケーション・プロバイ
ダーは、高速バックボーン接続を導入しており、所有する
データセンターと、Amazon Web Services (AWS)、Microsoft 
Azure、Google Cloud Platform (GCP) といった業界有数の 
IaaS プラットフォームの間に莫大な帯域幅を確保していま
す。Aruba により、お客様は Aruba EdgeConnect 仮想 (EC-
V) アプライアンスを IaaS インスタンスに導入できます。ブ
ランチ拠点とクラウド間の接続は、トンネル・ボンディン
グ、パス・コンディショニング、オプションの Aruba Boost 
WAN 最適化などの Aruba パフォーマンス機能を活用できま
す。これは、ネットワーク品質に加え、アプリケーションの
パフォーマンスと可用性を向上させながら、ブランチとクラ
ウド間のファースト・マイルを強化します。   

図 7 で示されている例では、拠点でプロビジョニングされて
いる 2 つのブロードバンド接続は、アプリケーション・ト
ラフィックを伝送します。また、ここでは拠点は、4G/5G/
LTE、または MPLS のサービスを利用できます。WAN 接続
は、プロビジョニングされたすべての WAN リンクの総帯
域幅をサポートするボンディング・トンネルを形成するよ
う構成でき、最高のパフォーマンスを実現できます。Aruba 
EdgeConnect は、すべてのトランスポート・サービスにおい
てスループット、パケット損失、レイテンシー、ジッタ、平
均オピニオン評点 (MOS) を継続的に監視し、パフォーマンス
が事前設定されたしきい値を下回った場合は自動的に対応し
ます。電圧低下または完全停止が発生しても、残りのリンク
はトラフィックを伝送し続けるため、ユーザーは音声通話、
ビデオ会議、またはその他のアプリケーションで中断を経
験することはないでしょう。ブランチ・オフィスと IaaS プ
ラットフォーム間の UCaaS およびその他の SaaS アプリケー
ションのトラフィックのパフォーマンス、品質、信頼性は、
トンネル・ボンディング、パス・コンディショニング、ロー
ド・バランシング、動的なパス制御、瞬時のフェイルオー
バーといった、高度な Aruba EdgeConnect SD-WAN 機能に
より実現できます。

Aruba は、ブランチ・オフィスから IaaS プラットフォームへ
の「ファースト・マイル」上でトラフィックのパフォーマン
スと信頼性を向上させるだけでなく、UCaaS または SaaS プ
ロバイダーへの「ラスト・マイル」上でもローカル高速バッ
クボーン接続を活用する機会を提供します。

動的なパス・コントロール
Aruba EdgeConnect は、MPLS、インターネット、LTE と
いった WAN リンク、またはビジネス目的に基づいた会社
が定義したポリシーに基づいた  、WAN リンクの組み合
わせ上でリアルタイムのトラフィック・ステアリングを
実行します。停電または電圧低下が発生した場合、Aruba 
EdgeConnect は自動的にトラフィックを他の WAN リンクに

伝送するか、セカンダリ・リンクに切り替えるため、アプ
リケーション・パフォーマンスは低下したり中断したりす
ることはありません。動的なパス・コントロール (DPC) によ
り、組織は各拠点で展開されているすべての帯域幅を完全に
利用できます。DPC により、WAN サービスのアクティブ/ス
タンバイ構成は不要なため、エンタープライズ・アプリケー
ションの信頼性とパフォーマンスは向上します。

図 8 が示すように、企業は、アプリケーションをユーザーに
配信するために WAN リンクをどのように使用するかについ
て、よりインテリジェントな判断をもたらすビジネス主導の
ポリシーを作成できます。例として、IT 部門は、VoIP、ビデ
オ会議、ERP トラフィックといった組織の最重要トラフィッ
クは MPLS ネットワークを常に使用するよう誘導し、その他
のトラフィックはすべての利用可能なリンクに負荷分散する
よう、ポリシーを作成できます。複数の WAN リンクにまた
がるトラフィックのプロビジョニングは、ビジネス・ニーズ
に応じて細かく構成できます。シンプルな導入は、1 つのポ
リシーを構成するほど簡単なもので、より高度な導入は、各
アプリケーション・タイプに最適な特定の基準に基づいてさ
まざまなアプリケーション・クラスからトラフィックをダイ
レクトできるよう構成できます。例として、常に最小パケッ
ト損失と最低レイテンシーでリンク上で VoIP トラフィッ
クを誘導する 1 つ目のポリシー、高スループット容量を確
保しながらリンク (またはボンディング・トンネル) 上でスト

図7︓ブランチ拠点とパブリック・クラウドで導入されている  A r u b a 
EdgeConnect SD-WAN アプライアンスは、ブランチと IaaS プラットフォー
ム間の「ファースト・マイル」においてトラフィックのパフォーマンスと信
頼性を向上させます。クラウドの高速バックボーン接続は、IaaS プラット
フォームと SaaS インフラストラクチャ間の「ラスト・マイル」でネットワー
クの品質とパフォーマンスを向上させます。

Branch

Aruba EdgeConnect

SD-WAN
• Tunnel Bonding
• Path Conditioning
• Load Balancing
• Dynamic Path Control
• Sub-second Failover

Aruba EdgeConnect

High-speed backbone 
connections

ブランチ

Aruba EdgeConnect

SD-WAN
• トンネル・ボンディング
• パス・コンディショニング
• ロード・バランシング
• 動的なパス・コントロール
• 瞬時のフェイルオーバー

ISP 1 ISP 2

UCaaS 
データセンター

IaaS 
プラットフォーム

SaaS 
アプリ

High-speed backbone 
Connections



ソリューションの概要 
すべての SD-WAN が同じように構築されているわけではありません

レージ・レプリケーション・トラフィックをダイレクトする 
2 つ目のポリシーを構成できます。 

アダプティブ・インターネット・ブレイクアウト
クラウドベースの SaaS アプリケーションと IaaS の使用が
増えている中で、ブランチからのセキュアなダイレクト・
ツー・インターネットのトラフィック・ステアリングは、最
高のアプリケーション・パフォーマンスをエンドユーザーに
もたらし、データセンターへのトラフィックのバックホー
ルにより、使用帯域幅を最小限に抑えます。ただし、信頼
された SaaS および Web トラフィックを自動的にただちに
インターネットに誘導して高パフォーマンスを実現し、それ
と並行して、不明または疑わしいトラフィックを地域のハブ
もしくはデータセンターのファイアウォール、またはクラウ
ドホスト型セキュリティ・サービスに誘導してセキュリティ
検査を実施するには、ファースト・パケット・アプリケー
ション分類が不可欠です。

Zscaler、Netskope、Check Point などが提供するクラウドホ
スト型セキュリティ・サービスを、アプリケーションアウェ
アでビジネス主導型の Aruba EdgeConnect プラットフォー

ムと組み合わせて、ブランチでの WAN エッジ・インフラス
トラクチャを合理化できます。企業は各ブランチ拠点にお
いて、高額で管理が複雑な次世代ファイアウォールを導入
する必要はなくなります。Aruba First-packet iQ アプリケー
ション識別は、ファースト・パケットでのインテリジェント
かつ細分性の高いトラフィック・ステアリングを可能にしま
す (図 9)。これにより、ビジネス要件に基づいて細分性の高
いセキュリティ・ポリシーを適用でき、組織を保護しながら
すべてのアプリケーションに最高のパフォーマンスをもたら
します。例えば、ビジネス主導型セキュリティ・ポリシーに
は以下の操作を含めることができるでしょう。

1. 企業のデータセンターホスト型アプリケーション・トラ
フィックを本社に直接送信

2. Office 365 と UCaaS トラフィックのみを直接プロバイ
ダーのクラウド・サービスに送信

3. Salesforce、Facebook、YouTube、Box などのその他のす
べてのインターネットへのトラフィックや、Web 閲覧ト
ラフィックを Zscaler クラウド PoP (Point of Presence) に
送信して、プロバイダーのクラウドまたは Web サービス
に渡す前にセキュリティ検査を実施

図8︓この例では、MPLS サー
ビスをプライマリとして定義
し、インターネット・サービ
スをセカンダリとして構成し、
デュアル WAN リンクを導入し
ているブランチ・オフィスを表
しています。重要なエンタープ
ライズ・アプリケーションは、
MPLS リンクとクラウドベース
のアプリケーション経由でルー
ティングされ、インターネット
と MPLS リンク間で負荷分散さ
れています。

図9︓First-packet iQ ア
プリケーションの識別
と分類は細分性の高い
トラフィック・ステア
リングを可能にし、ア
プリケーション固有の 
QoS とセキュリティ・
ポリシーを適用でき 
ます。
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ソリューションの概要 
すべての SD-WAN が同じように構築されているわけではありません

日常的なアプリケーションの更新
Office365、Salesforce、Workday、Box、Dropbox などの
多くの SaaS アプリケーションは、数百または数千の IP ア
ドレスを使用して膨大な数のユーザーをサポートしていま
す。これらの IP アドレスは静的ではなく、異なる地域また
は異なるアプリケーションに再割り当てできます。エンド
ユーザーの需要に応えるため新しいアドレスは頻繁に追加
されます。SD-WAN ソリューションの中には、アプリケー
ションをファースト・パケットで誘導していることをアピー
ルしているものもあり、ACL を使用してこれを実現できま
す。しかし、ACL は静的であるため、手動で設定する必要が
あります。セキュリティ・ポリシーは、初期構成時は適切に
機能するでしょうが、SaaS アプリケーションの IP アドレス
が変更されると、数日または数週間後には障害が発生しま
す。ACL で IP アドレスを手動で再設定しても、 SaaS アプ
リケーションは動的であるため同期されません。Aruba のク
ラウド・インテリジェンスは、一元的なアプリケーション・
データベース、または「インターネットのマップ」を構築で
き、これは日単位で継続的に更新されます。これは、1 万以
上のアプリケーションや 3 億以上の Web ドメインのアプリ
ケーション定義やアドレス・テーブルを格納します。Aruba 
EdgeConnect では、日常的なアプリケーション IP アドレ
ス・データベースの自動更新により、変化する SaaS および 
Web IP アドレスに対応でき、静的 ACL を設定する必要はあ
りません。

MICROSOFT OFFICE 365 REST API 統合
Aruba EdgeConnect により、Office 365 のかつてないほどの
アプリケーション・パフォーマンスを実現できます。First-
packet iQ アプリケーション分類と、新しい Microsoft Office 
365 REST API との自動統合により、Aruba EdgeConnect で
は、最新の Office 365 エンドポイント・データを使用して
ブランチ・オフィスから直接、最も近い Office 365 エント
リー・ポイントへのアダプティブ・インターネット・ブレ
イクアウトが可能です。Office 365 エンドポイント・データ
は、IP アドレスと完全修飾ドメイン名 (FQDN) の総合リスト
であり、これは継続的に更新され、Office 365 REST API 経由
で定期的に利用できます。Office 365 REST API 統合により、
Aruba は、継続的に新しい Office 365 エンドポイントや IP 
アドレスを学習・発見しており、新しくより近い Office 365 
エンドポイントが利用可能になると Aruba EdgeConnect は
自動的に再構成します。これはラウンドトリップ・タイム 
(RTT) を短縮させるため、ユーザーは常に最適な Office 365 
接続とパフォーマンスを体験できます。

Aruba EdgeConnect SD-WAN エッジ・プラットフォームは、
Microsoft Office 365 接続原理をサポートするよう独立して
テストされ、認定されており、ブランチ・オフィス拠点から
直接最も近い Office 365 エントリー・ポイントに高い信頼性
の接続を提供します (図 10 を参照)。この独立したテストに
より、Aruba EdgeConnect プラットフォームは、Microsoft 
0ffice 365 ネットワーキング・パートナー・プログラムに組
み込まれ、「Works with Office 365」認定資格を取得してい
ます。

インテリジェント・インターネット・ブレイクアウト
リモート・ブランチ・サイトから 2 つ以上の WAN リンクを
プロビジョニングしてネットワークとアプリケーションの可
用性とパフォーマンスを向上させているお客様もいます。こ
れらのリンクは、各ブランチのトラフィックをローカルでブ
レイクアウトするために使用されます。インターネットを
アンダーレイ・トランスポートとして使用することは、価格
に対しより高い帯域幅を提供するため、MPLS などのリース
型プライベート・ライン接続よりも費用がかかりません。
プロビジョニングされた WAN インターネット・リンクの使
用を最適化し、SaaS アプリケーション・パフォーマンスを
最適化するために、Aruba EdgeConnect は、パケット損失、
ジッタ、レイテンシー、平均オピニオン評点 (MOS) をリアル
タイムで継続的に測定することにより、すべてのリンクのパ
フォーマンスを監視します。Aruba EdgeConnect は、すべて

図10︓EdgeConnect では、最新の Office 365 エンドポイント・データを使用
してブランチ・オフィスから直接、最も近い Office 365 エントリー・ポイント
へのセキュアなインターネット・ブレイクアウトが可能です。
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のプロビジョニングされたリンクにおいてジッタ、レイテン
シー、損失、MOS に基づいた統計的な学習を使用し、トラ
フィックを送信する前に最適に機能するリンクを動的に判断
します。これにより、インターネット・ブレイクアウトのト
ラフィックは最適化され、最高の SaaS およびクラウド・ア
プリケーションのパフォーマンスを実現します (図 11 を参
照)。これらのポリシーの構成は、Aruba Orchestrator 内で
自動的に実行されるため、手動の構成は必要ありません。ま
た、Aruba Orchestrator は、まれに基盤となるインターネッ
ト・リンクのパフォーマンスが低下している、または利用で
きない場合に、MPLS または他の WAN サービスにおいて、
SD-WAN ファブリック上でこうしたトラフィックの最適なパ
スを見つけるために自動ポリシーの構成を可能にします (図 
12 を参照)。 

ARUBA のメリット
SD-WAN では、導入を拡大するほど、費用削減の効果が得ら
れます。しかし、パフォーマンスが鍵となり、すべての SD-
WAN が同じように構築されているわけではないことを理解
している方も多いでしょう。総合的なパフォーマンスを実現
できるのはArubaならではであり、トランスポート・サービ
スのどのような組み合わせを使用しても、規模問わずアプリ
ケーション SLA を達成できます。Aruba EdgeConnect のパ
フォーマンス機能のコレクションにより、伝送の中断や電圧
低下が発生しても一貫したアプリケーション・パフォーマン
スを達成できます。Aruba のソリューションでは、学習し、
ビジネス・ニーズに適合する自己駆動型ネットワークによ
り、企業は、クラウドとデジタル変革のイニシアチブから最
大の価値を推進する最新鋭の WAN を構築できます。
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図11︓プロビジョニングされた WAN インターネット・リンク (ISP 1 と ISP 2) の使用を最適化するために、Aruba 
EdgeConnect は、パケット損失、ジッタ、レイテンシー、平均オピニオン評点 (MOS) をリアルタイムで継続的に測定す
ることにより、2 つのリンクのパフォーマンスを監視します。この例では、Aruba EdgeConnect は、統計的学習に基づ
いて ISP 2 サービスよりもパフォーマンスが優れているため、動的に ISP 1 を選択し、トラフィックを SaaS アプリケー
ションに送信しています。

図12︓ISP 1 および ISP 2 両方の接続が利用できない場合、Aruba EdgeConnect は、データセンター経由でトラフィッ
クをバックホールするバックアップとして構成されたトランスポート・サービスにアプリケーション・トラフィックを
自動的に伝送します。 
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